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平成平成平成平成３０３０３０３０年度年度年度年度    地方独立行政法人山梨県立病院機構地方独立行政法人山梨県立病院機構地方独立行政法人山梨県立病院機構地方独立行政法人山梨県立病院機構    業務実績評価業務実績評価業務実績評価業務実績評価（（（（概要概要概要概要）））） 

 

機構が山梨県知事に提出した業務実績報告書に基づき、評価が行われた。その概要は次のと

おりである。 

 

＜ 全体評価 ＞ 

  ・総評として、平成３０年度の中期計画の実施状況は優れていると評価する。 

 

＜ 項目別評価（４０項目）＞ 

評 価 
評価項目数 

Ｈ２９ Ｈ３０ 増減 

特に優れている Ｓ １３ １３ ０ 

優れている Ａ １７ １７ ０ 

順調である Ｂ ９ １０ １ 

劣っている Ｃ １ ０ △１ 

著しく劣っており、大幅な改善が必要 Ｄ ０ ０ ０ 

 

○ 実施状況が特に優れていると評価された項目（評価Ｓ）及び評価理由    

① (1)救命救急医療 

高度救命救急センターの指定を受けるなど、より高度で専門的体制を整備した。 

三次救急を24時間実施し、頼れる存在として県民に安心を提供しているほか、三次救

急患者以外の症例にも対応し救急車搬送人数が高水準を維持した。 

② (2)周産期母子医療 

    全てのハイリスク妊婦を受け入れており、ＭＦＩＣＵの延べ入院患者数が増加した。 

また、胎児超音波スクリーニング検査の増加、対象市町村の全県拡大により産婦検診 

件数が大幅に増加した。 

③ (3)がん医療 

da Vinci Xｉの手術対象部位拡大に対応し、手術件数が大幅に増加した。 

安全な手術に繋げるため、手術室の看護体制をオンコールから二交代制に変更した。 

遺伝子検査の内製化・迅速化のためゲノム検査科を設置し、ゲノム解析件数が大幅に

増加した。 

④ (7)精神科救急・急性期医療 

精神科救急医療の24時間体制に中心的な役割を果たしており、救急受入患者数が増加

している。 

⑤ (8)児童思春期精神科医療 

児童・思春期病棟を持つ県内唯一の病院として役割を果たしており、高度で専門的な

診療や増床により、延べ入院患者数・延べ外来患者数ともに増加した。 

⑥ (12)医療従事者の育成、確保及び定着 

様々な分野での専門医の採用が進展し、先端医療を行っていること、新専門医制度に
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対応し専攻医を採用している。 

⑦ (13)７対１看護体制への柔軟な対応 

     ７対１看護体制を安定的に維持するために様々な取り組みを実施し、新規採用者の増

加及び離職率の低下等の成果に繋がった。 

⑧(14) 医療の標準化と最適な医療の提供 

     中央病院はＤＰＣ医療機関群においては特定病院群の地位を確保し、機能評価係数Ⅱ

のランキングで高いランクを得ており、日常的な努力が続けられている。 

 内視鏡下手術に積極的に取り組み、平均在院日数の短縮に繋がっている。 

⑨ (23)医療に関する調査及び研究 

    治験等件数の増加や学術論文の増加など活発な研究活動が持続している。 

  ⑩ (26) 地域医療機関との協力体制の強化 

地域連携業務に専従するための正規職員を採用し、「入退院支援加算１」を取得した。 

また、地域医療支援病院として病病連携・病診連携に取り組み、紹介率・逆紹介率が

向上している。 

⑪ (32) 経営基盤を安定化するための収入の確保、費用の節減 

      病院の中心的収入である診療報酬請求部門の強化に取り組んでいる。 

後発医薬品の使用割合向上、医療材料などの共同購入量の拡大など、経費削減に積極

的に取り組んでいる。 

⑫ (36)予算、収支計画、資金計画、短期借入金の限度額 

      中期計画及び年度計画を大幅に上回る経常利益、純利益を達成しており、公立病院と

して模範となるような財務内容である。 

⑬ (37)保健医療行政への協力 

      二次救急当番日に初期救急患者を緊急避難的に受け入れるなど、セーフティネットと

しての役割を果たしているほか、本県の基幹病院として、県が進める保健医療行政にし

っかりと対応し協力するなど、その使命を果たしている。 


